
ふなぽーと発足以前から、在宅医療に関しては在宅
医療委員会によって協議や運営、講習会を行ってまい
りましたが、今年度より船橋市医師会がより力を入れて
活動するために、在宅医療委員会を廃止し、ふなぽーと
運営員会を発足致しました。
そして、運営委員長に船橋市医師会理事の土居良康先生

に就任して頂き、宮川担当理事と二人でより活動の充実を
図りたいと考えています。

しかし今、在宅医療関係者のみならず、全ての医療関係者
そして一般市民の皆様においても、武漢から世界中に
拡がった新型コロナウイルスが日常生活の上に重くのしかかって
きています。

「三密を避けろ」と言われていますが、三密の典型である満員電車やパチンコ店
がクラスターになっていません。それよりも、大声での会話や向かい合っての食事
の方が、もしかしたら感染の確率は高いかもしれません。

いまだに何が正しくて、何が悪いのか分からない状態ですが、各自でできる事を
するしかないと思います。

船橋市医師会では、施設内をオゾンを使って感染予防することをお薦めしておりま
すが、その他の新型コロナ対策についても、在宅医療に関してはふなぽーとの職
員は熟知しておりますので、不安な事や知りたい事がありましたら、遠慮なく助言を
求めていきたいと思います。

船橋市医師会 会長 寺田 俊昌
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船橋市在宅医療支援拠点
ふなぽーと

〒273-8506 船橋市北本町1-16-55船橋市保健福祉センター1階

電話：047-409-1736 FAX：047-409-1912

Mail：info@funabashi-zaitaku.com

HP：httpｓ://www/funaport.com/

運営時間 平日午前9時 ～ 午後5時 （土日祝休）

★お気軽にお問い合わせください。

船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーと

総括者 佐々木 ゆかり

船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーと 総括者だより

船橋市在宅医療支援拠点ふなぽーとでは、令和２年度より、今まで行っていた「在宅医療のはなし」に加え「最期まで
自分らしく生ききる為に、あなたの願いは何ですか？」という新しいテーマの講話が増えました。
もしバナゲームや大切な人に伝えるノートを使用し、自分や家族の「最期」について考えたり、話し合ったりするきっか

けづくりになるよう、お話させて頂きます。専門職の皆様へも、もしバナゲームや大切な人に伝えるノートの活用方法
などもお話させて頂きますので、どうぞお気軽にお問い合わせください。

現在、在宅医療支援拠点ふなぽーとの
ホームページのリニューアル作業をして
います。今までより更に見やすく・分か
りやすく、皆様にご活用頂けるホーム
ページにしたいと持っております！
完成まで、あと少しです‼

N E W !

疾患をもちながら生活すること

待ち遠しかった梅雨が明け、連日の猛暑日が続いております。
じめじめした梅雨は明けたけれど、夏らしい気持ちとはちょっと違って気分のすっきりしない日々、原因はおそら

く、新型コロナウイルスの感染拡大や大雨の自然災害、その他もろもろの考えさせられるニュース…
共通していることは人や動物の生活や命が脅かされているという事。
本当に世の中どうなってしまうのだろうと、ニュースが新たなニュースの発端になるような事は避けなくてはいけな
いと思う毎日です。

疾患を持ちながら生活する方々は多かれ少なかれ、「生活のしづらさ、不安や悩みを抱えている」と思います。
体に感じる変化もいつも同じとは限らないし、病状の経過も平坦ではないかもしれない、時々、「自分たちが
本当にきちんと対応することが出来ているのか」と自問自答するときがあります。

やっぱり「対話の繰り返し」は大切だと思い、何気ない会話の中からその方の不安や悩みの事実、大切にしている価
値を探って明らかにして共有する。
本人も感じていなかった事柄を、対話を通じて一緒に見つけ出すことだってきっとある。

「対話」が新型コロナウイルス感染拡大の影響から今まで通りできない状況であり、関わる方々のもどかしい相談も
いただいておりますが、治療も、予後予測も難しい疾患であっても一緒に考え悩み、対応できる伴走者でありたいと
みんな思っていると思います。新しい生活様式と共に対話の在り方も変えていく必要性がありますね・・

＊ふなぽーとへのご相談はメールもご利用できます。
ホームページトップ画面右上のお問い合わせから入れます。
今後ともよろしくお願いいたします。
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